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根室地方総合開発期成会としては、構成団体の総意として「花咲線を維持」をしていく意向を確認しているところであるが、
当報告書による、利用状況や、路線の必要性（価値の再認識）、実態を踏まえた課題把握などから、その考え方を整理し、共
通認識のもと、地域が一体となって路線維持に向けた取組を進める。

沿線エリアの状況・路線の利用状況
○少子高齢化等による利用減
○インバウンド等の誘客増
○交流人口拡大

路線の必要性（価値の再認識）
○北方領土隣接地域の振興及び住民
生活の安定、平和条約締結に向けた
動きの活発化（日露共同経済活動の
展開への期待）など国策上重要な位
置づけ
○地域経済・住民生活の維持
○広域観光周遊ルートの形成
○環境保全

路線維持に向けた課題
○線区の収支構造
○土木構造物の大規模修繕・更新
○車両の更新

①北方領土隣接地域の振興及び住民の生活の安定や領土返還を見据え、道央圏と結ぶ唯一の鉄路として、国策上重要な
位置づけにある花咲線を維持するため、現在、北海道が策定中の第8期北方領土隣接地域の振興及び住民生活の安定に関
する計画に「花咲線を維持するための施策」を位置づけするよう求めていくものとし、国への働きかけやＪＲへの提言、
また、それらを前提として地域で取り組む具体的方策について道と共に検討

②地域の様々な主体が一体となった利用促進、経費の節減や協力など、上下分離方式の調査・研究も含め、ＪＲと連携
した取組の検討・実施

③鉄路をかけがいのない生活産業基盤の一つとして、地域全体で認識し、その利活用や地域活性化を図るとともに、全
国の方々に支援と協力を呼び掛けるなど、花咲線を地域で支える気運醸成に向けた取組の検討・実施

花咲線の価値等を踏まえた路線維持に向けた考え方（花咲線存続に係る検討・分析結果）

今後の取組の方向

北方領土返還運動の拠点である北方領土隣接地域の振興及び住民の生活の安定はもとより、日ロ間において平和条約締結に向
けた動きが活発となる中、北方領土隣接地域と道央圏を結ぶ唯一の鉄路として、人的・物的交流を支える国策上重要な位置づ
けにあり、 通学や通院など沿線地域住民の安全安心な生活を守りながら、広域観光周遊ルートの形成に重要な役割を持つ路線。

路線の位置づけ（テーマ）



路線の位置づけ（テーマ）

[北方領土隣接地域]
根室地域は北方領土隣接地域として、北方領土返還運動の拠点であるほか、日露首脳会談（Ｈ28.12）で合意された「北方四島

における共同経済活動」の実現に向けて政府間の作業が進められており、今後、積極的な人的・物的交流が見込まれるため、北方
領土隣接地域と道央圏を結ぶ唯一の鉄路として、国策上重要な位置づけにある。 加えて、日ロ間において平和条約締結に向けた
動きが活発となる中、北方領土における日ロ共同経済活動や領土返還を見据えると、人的交流や物的・経済的交流の面でもその重
要性はさらに高まると想定されており、北方領土隣接地域で唯一の鉄道である「根室本線花咲線」を単なる交通ネットワークとし
て取扱うことになれば、全く国益を無視した判断と言え、自ら北海道発展の可能性を閉ざすこととなる。
これらのことから、北海道が策定する第8期北方領土隣接地域の振興及び住民生活の安定に関する計画においては、鉄道に関する

項目において「花咲線を維持するための施策」について、具体的に記述する必要があるものと考える。
［生活路線］
本路線は、住民生活を支える重要な路線であり、特に定期利用のうち通学利用は９割にのぼり生徒には欠かせない地域の足とし

ての役割を担っている。なお、根室管内、釧路管内の高校生の鉄道による通学生３００名近くに及び、鉄道が無い場合、利便性が
著しく低下することが見込まれる。また、生徒からも運行の定時性が低下することや所要時間が長くなることなどを懸念する意見
があり、生活交通路線として路線が無い場合の影響は深刻である。また、より高度な医療を求めて、釧路や道央圏の医療機関へ通
院する高齢者等にとってもその役割は大きい。
［広域観光周遊ルートの形成］
本路線のエリアは、ラムサール条約登録湿地で学術的価値を有する「風蓮湖・春国岱」、「霧多布湿原」、「厚岸湖・別寒辺牛

湿原」があり、また、知床国立公園にも隣接していることなど恵まれた自然環境を有しており、加えて、温泉地や新鮮な海産物等
の魅力により、多くの観光客が訪れている地域である。豊かな観光資源を活かし、更に外国人観光客等の周遊を促すための、国の
広域観光周遊ルートの広域観光促進地域に当エリアが含まれており、今後、国や道が進める観光立国の施策推進に寄与する大きな
可能性を有している路線である。［釧路・根室管内訪日外国人宿泊客数実績 Ｈ24：69,309人⇒Ｈ27：159,823人 2.31倍 ］
［ネットワークとしての役割について］
本路線は、根室市と釧路市を結んでおり、根釧地域の行政・経済、医療などの都市機能をつなぐネットワークとして、地域経済

や安全安心なまちづくりを支える重要な役割を担っている。また、釧路駅には、2,732人／日、根室駅には、264人／日の利用があ
るほか、当該地域には、2つの空港（釧路・中標津）があり、ビジネスや広域周遊観光の面における人の流動を促進する役割を有し
ているものと考える。（※H27利用実績：ＪＲ提供データ 発売枚数からの一日当たりの利用者数（推計値））
［環境保全について］
本路線は、道東地域を横断するルートとして、「霧多布湿原」も含まれる「厚岸道立自然公園」などを通り、また、知床国立公

園とも隣接しているなど、貴重な自然環境の中を通過する路線である。他の交通機関と比べ、大量輸送によりエネルギー効率にす
優れ環境負荷の少ない特性を持つ鉄道が、自然との共生、環境保全の面において有効な交通モードとなりえるエリアである。

路線の必要性と可能性について （解説）

北方領土返還運動の拠点である北方領土隣接地域の振興及び住民の生活の安定はもとより、日ロ間において
平和条約締結に向けた動きが活発となる中、北方領土隣接地域と道央圏と結ぶ唯一の鉄路として、人的・物
的交流を支える国策上重要な位置づけにあり、 通学や通院など沿線地域住民の安全安心な生活を守りなが
ら、広域観光周遊ルートの形成に重要な役割を持つ路線。

※以下、釧路地方総合開発促進期成会ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料より引用
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花咲線の概要

○ 根室線（釧路～根室間）は、釧路市から根室市の５市町を結ぶ１３５．４㎞の路線である。
○ 北方領土返還要求運動の拠点である北方領土隣接地域と道央圏を結ぶ唯一の鉄路であり、

国策上重要な位置づけにある。
〇 平成２７年度の輸送密度は、４４９人であり、通勤、通学、通院など地域の生活利用には必要

不可欠な路線である。

中標津空港

東釧路
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釧路

至 網走
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厚岸
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鉄道
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高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

２ 経営状況

１ 運行区間の概要

・営業キロ １３５．４ｋｍ
・駅数 ２０駅（有人駅３駅、無人駅１７駅）
・本数 上下１６本

・輸送密度 ４４９人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △１，０７６百万円（Ｈ２７）
・営業係数 ５１７（Ｈ２７）

（１）バス
○都市間バス

・札幌～中標津～厚床～根室
1往復/日（北都交通、根室交通）

・釧路～浜中～厚床～根室 3往復/日（くしろバス、根室交通）

３ 他の交通モード

（２）高規格幹線道路
・北海道横断自動車道（開通区間：～阿寒IC、

釧路西IC～釧路東IC）
・釧路東IC～釧路別保IC(H30開通予定)、
(仮)温根沼IC～(仮)根室IC(H31開通予定)

○路線バス
・釧路～別保～双河辺 ４．５往復/日（くしろバス）
・釧路～別保～厚岸～霧多布 ４往復/日（くしろバス）
・浜中～霧多布 ３．５往復/日（くしろバス）
・根室～厚床～中標津空港 ４往復/日（根室交通）
・釧路～釧路空港 １５往復/日（阿寒バス）

４ 特記事項
・アニメ「ルパン三世」が描かれたラッピング列車を運行

（１両、１日１～２往復）

１
※釧路地方総合開発促進期成会

ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



沿線エリアの状況～（１） 沿線地域の現状

○ 花咲線については、釧路市から根室市を結び、２市、３町を沿線エリアとしている。
○ 沿線市町は、人口減少・少子高齢化が進行。地域住民の交通手段確保・交通ネットワークの維持は重要な課題。
○ 釧路～根室間においては、高規格幹線道路が未整備。広域的連携・交流を促進、安全・安心な地域づくりの観点から、

北海道横断自動車道・阿寒～根室間の、早期整備を要望。

● 沿線市町村の人口動向

● 高規格幹線道路の整備状況
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高齢化率

（65歳以上）

● 沿線市町の人口動態（H22とH27の国勢調査比較）

２

H22 H27 増減率

15歳未満 3,565 3,033 -14.9%

15～64歳 17,899 15,533 -13.2%

65歳以上 7,732 8,285 7.2%

15歳未満 21,772 19,400 -10.9%

15～64歳 113,635 101,909 -10.3%

65歳以上 45,737 52,867 15.6%

15歳未満 4,931 4,344 -11.9%

15～64歳 23,996 21,522 -10.3%

65歳以上 8,728 9,799 12.3%

15歳未満 30,268 26,777 -11.5%

15～64歳 155,530 138,964 -10.7%

65歳以上 62,197 70,951 14.1%

根室市

釧路市

沿線町（釧路町、

厚岸町、浜中町）

合計

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



沿線エリアの状況～（２） 路線・沿線エリアの特長

花咲線は、根釧地域における行政や経済・医療な
どの都市機能を有し、国際交流拠点として発展し
てきた、釧路市（中核都市）と根室市（地方中心
都市）を結んでおり、道東の経済・文化を支える
重要な路線であるほか、釧路・根室連携地域政策
展開方針による連携・補完による地域づくりの軸
としての役割を担っている。

根釧地域の都市機能を結ぶ路線

国の広域観光周遊ルートの広域観光促進地域に、花
咲線の沿線地域も含まれており、インバウンドの増
加や北海道新幹線開業も相まって、今後、国や道が
進める観光立国に寄与する大きな可能性を有してい
る。
［広域観光周遊ルート形成促進事業：観光庁］
アジアの宝 悠久の自然美への道 ひがし北海道
認定：2015年６月
対象地域：釧路、摩周・川湯温泉、知床、網走、旭
川、富良野、十勝川温泉
◆目標値(2020年)
道北・道東の外国人延べ宿泊数「300万人泊」

根室地域は、領土返還運動の拠点として重要な役割を果たす北方領土隣接地
域に位置づけられており、人口減少や高齢化が進行しており、公共交通の維
持・確保が重要な課題となっているほか、地域内において高規格幹線網の整
備が進んでいない状況を踏まえ、鉄道が重要な交通インフラを担っている。
また、Ｈ28.12月に合意された「北方四島における共同経済活動」の具体化が
見込まれる中、当該地域の、人的交流や、物的・経済的交流を支える交通
ネットワークとして期待されている。

北方領土隣接地域を結ぶ路線

釧路管内・根室管内においては、ラムサール条約登
録湿地である「厚岸湖・別寒辺牛湿原」や「霧多布
湿原」、「風蓮湖・春国岱」、「野付半島・野付湾」
をはじめ、希少生物が生息するなど優れた自然環境
を有しており、バードウォッチングやトレッキング
などを目的として多くの誘客があり、特に、長期滞
在者の受入れに向けて、各種取組が進められている。

交流人口の拡大

〔参考〕釧路管内・根室管内　訪日外国人宿泊客数 (人）

Ｈ24 H25 Ｈ26 H27 H24対比

釧路管内 66,788 90,951 109,737 154,588 231.5%

根室管内 2,521 3,249 4,235 5,235 207.7% ３

広域観光周遊ルート

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



鉄道の利用状況等（１）

○ 花咲線の輸送密度は、平成１０年代から横ばいで推移しているものの、昭和５０年度に比べると、２４％程度の利用状況であり、利用者
は大きく減少している 。

○輸送密度の推移（釧路～根室間）
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○昭和50年度と比較して約24％（約1/4）の水準に減少
○昭和62年度と比較して約4割の水準に減少

ＪＲ北海道提供資料

（人）



鉄道の利用状況等（２）

５ＪＲ北海道提供資料

○輸送密度の推移（昭和62～平成28）
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※ H28の輸送密度は457人
（８月の台風被害により石勝線や根室線、石北線が長期間運休と
なったことから、9月から12月を除いて算出）

（人）

平成10年代からは横ばいで推移



鉄道の利用状況等（３）

６ＪＲ北海道提供資料

○ 駅間通過人員（１日あたり平均） （平成27年度）
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定期券利用のうち、通学が約90％

○ 利用傾向として、釧路から厚岸までが定期券利用を含め、比較的多く利用されている傾向があり、厚床から根室までも定期券利用
がある。通学・通院等の利用が多いと考えられる。



鉄道の利用状況等（４）

７

○沿線地域における宿泊客数（延数）の状況【釧路～根室間の沿線市町計】
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宿泊客数 外国人宿泊客数

○ 釧根地域については、厚岸道立自然公園の厚岸湖・別寒辺牛湿原や霧多布湿原のほか、野付風連道立自然公園、知床国立公園
などの貴重な自然環境を有する観光エリアであり、近年、多くの観光客が訪れており、観光宿泊客数も増加している。特に外国人宿泊
客数は、急激に増加している。

宿泊客数(人）

外国人
宿泊客数(人）

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



検討経過

８

平成29年５月26日 根室地方総合開発期成会

〇総会 根室本線花咲線対策特別委員会の設置を決定、委員長選出

平成29年6月26日 第１回根室本線花咲線対策特別委員会

（ＪＲ北海道西野副社長から次の３点について説明を受け意見交換）

①ＪＲ北海道単独では維持することが困難な線区について

②ＪＲ北海道の経営状況について

③ＪＲ花咲線の現状

平成29年8月24日 第２回根室本線花咲線対策特別委員会

釧路総合開発促進期成会ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会との第１回目の意見交換会

平成29年12月7日 根室本線花咲線対策特別委員会主催による地域住民向け講演会を開催

「ＪＲ根室本線花咲線の維持・存続について」を以下プログラムにて開催

①ＪＲ北海道西野副社長による説明「ＪＲ北海道の経営状況と現状について」

②北大公共政策大学院石井特任教授の基調講演「花咲線の存続について」

同日 第３回根室本線花咲線対策特別委員会

（以下２点を受け意見交換）

①ＪＲ北海道西野副社長から花咲線維持に向けた仕組みづくりについて説明

②北大公共政策大学院石井特任教授による「花咲線の存続について」の講話

【花咲線の存続に係る検討・分析報告（素案）の報告】



北方
領土

◎北方領土隣接地域としての必要性

路線の必要性（価値の再認識） － 北方領土①

「北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する法律（昭和57年法律第85号）」

北方領土隣接地域（根室市、別海町、中標津町、標
津町及び羅臼町の１市４町）が置かれている特殊な事
情にかんがみ、北方領土隣接地域の振興及び住民の
生活の安定に関する計画の策定及びその実施の推進
を図るために必要な特別な措置を定めることも目的

【計画に定める事項】
一 北方領土隣接地域の振興及び住民の生活の安

定に関する基本的な事項
二 交通施設及び通信施設の整備に関する事項

ほか

９

【国の責務】
北海道並びに北方領土隣接地域の市及び町をはじ

めとする地方公共団体並びに民間の団体との密接な
連携を図りながら、北方領土問題等の解決の促進を図
るため必要な施策を積極的に推進し、我が国固有の領
土である北方領土の早期返還を実現するため最大限
の努力をするものとする。

【北海道の役割】
北海道知事は、北方領土返還運動の拠点である北

方領土隣接地域を安定した地域社会として形成するの
に資するため、基本方針に基づき、北方領土隣接地域
の市及び町の長の意見を聴いて、北方領土隣接地域
の振興及び住民の生活の安定に関する計画を作成し、
主務大臣に協議し、その同意を求めることができる。

このほか、各種計画における関連記述
・北海総合開発計画

重点政策として「北方領土隣接地域の安定振興」
・北海道総合計画

政策展開の基本方向として「北方領土の早期返還
と隣接地域の振興」
・釧路・根室連携地域政策展開方針

「北方領土の早期返還と隣接地域の振興プロジェク
ト」

これらの事を踏まえた時、法や政府方針等に反して、北
方領土隣接地域の鉄道である「花咲線」を単なる交通
ネットワークとして取扱うことにはならない。



北方
領土

◎北方領土隣接地域としての必要性

路線の必要性（価値の再認識） － 北方領土②

←H29.10.27付北海道新聞
「日ロ共同経済活動 調査団出
発」

同調査団を乗せた釧路駅発「快
速ノサップ」↓

１０

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料

〇H29.9.7 日露首脳が共同経済活動として5項目の事業に

絞り込むことで合意①海産物の共同増養殖②温室野菜栽
培、③ツアーの開発、④風力発電の導入、⑤ゴミの減容対策



北方
領土

◎北方領土隣接地域としての必要性

＜北方領土隣接地域と道央圏を結ぶ唯一の鉄道＞
北方領土との人的交流や物的・経済的交流の面でも国
策上重要な路線の位置づけであり、今後の北方領土に
おける日ロ共同経済活動を見据えするとその重要性はさ
らに高まる。

路線の必要性（価値の再認識） － 北方領土③

１１

北方四島における日ロ共同経済活動の優先５項目
①海産物の共同増養殖
②温室野菜栽培
③島の特性に応じたツアーの開発
④風力発電の導入
⑤ゴミの削減対策
・平成29年11月24日の日露外相会談においては、来春に向けてプ
ロジェクト候補を具現化するべく、今後の作業の進め方を確認

H29.10.31付根室新聞→
「日ロ共同経済活動 調査団帰
港」

納沙布岬上空から北方領土を望む 納沙布岬の日の出



北方
領土

＜北方領土隣接地域と道央圏を結ぶ唯一の鉄道＞
北方領土返還運動原点の地において、国民世論の喚起
のため、北方領土視察者の重要な移動手段としての役割

路線の必要性（価値の再認識） － 北方領土④

北方領土返還運動としての国民世論の喚起
花咲線は、北方領土視察者の貴重な交通手段として利

用されており、根室駅で下車後には、根室交通の納沙布岬
行きの路線バスに乗り継げるようバス時間が設定
● 8：01根室駅着 → 8：20根室駅前バスターミナル発
●10：48根室駅着 → 11：00根室駅前バスターミナル発
●13：22根室駅着 → 13：45根室駅前バスターミナル発
●15：59根室駅着 → 16：10根室駅前バスターミナル発

また、北方領土返還運動全国強調月間である８月を含
む、毎年７月～９月に運行している根室半島一周北方領土
問題啓発バスにおいても、花咲線の根室駅到着時刻に合
わせた時間設定のもと、納沙布岬や北海道立北方四島交
流センターを回るコースを回り、花咲線の根室駅発車に乗
り継げるものであり、北方領土視察者に欠かせない公共交
通としての役割を持っている。
●のさっぷ岬コース（経由地：納沙布岬）
・8：01根室駅着 → 8：20根室駅前バスターミナル発 → 
10:50根室駅前バスターミナル着→11:00根室駅発
●車石・風蓮湖コース（経由地：北方四島交流センター）
・10：48根室駅着 → 11:00根室駅前バスターミナル発 →
15:00根室駅前バスターミナル着→16:09根室駅発

◎北方領土隣接地域としての必要性

北方領土問題啓発バス「のさっぷ号」利用実績

運行日数 乗客数 1日平均(人)

平成25年 73 721 9.9

平成26年 72 754 10.5

平成27年 75 695 9.3

平成28年 72 659 9.2

平成29年 66 881 13.3

１２



◎根室管内を区域とする高等学校の
通学の実態

学校名 鉄道での
通学人数

根室 25人

根室西 5人

合計 30人

生活
交通

北海道立高等学校通学区域規則 別表

根室管内においては、根室市内の学生が厚床駅～
西和田駅にかけて乗車し、根室市内の高等学校へ毎
日遠距離通学している実態にある。花咲線沿線地域
をカバーする代替交通は無く、定時性があり、高
速・大量輸送を可能とする鉄道路線が必要である。
なお、北海道根室高等学校の通学利用者は、最寄

駅である東根室駅にて降車した後、徒歩で登校して
いるほか、北海道根室西高等学校の通学利用者につ
いては、根室駅で降車した後、根室交通の路線バス
へ乗り継ぎ、登校している。

路線の必要性（価値の再認識） － 生活交通①

１３

東根室駅を利用する北海道根室高等学校の生徒

※JR北海道提供資料

〇朝の通学時間帯は、混雑してお
り、鉄道の特性である大量輸送の
効果が発揮
〇鉄道の高速性により、早朝から
長距離を通学する生徒・父兄の負
担が軽減されるとともに、部活動な
ど少しでも学校での滞在時間を長く
することにより学校生活を充実させ
ることが可能



■平成28年台風による
釧網線 長期運休対応【標茶町】

(1)影響を受けた生徒数
ア．標茶高校の通学生 46名
イ．釧路市内の中学・高校への通学生

60名

(2)対応内容
○8月26日～31日の
４日間を標茶町が
運行。

○9月1日から開通ま
ではＪＲが運行。

(3)課題
通学生への対応が
精一杯であり、
通院や買い物の人
には対応でき
なかった。

◎釧路管内を区域とする高等学校の
通学の実態

学校名 鉄道での
通学人数

釧路湖陵 34人

釧路江南 32人

釧路東 2人

釧路北陽 60人

阿寒 0人

白糠 1人

弟子屈 1人

標茶 57人

霧多布 0人

釧路工業 36人

釧路商業 9人

釧路明輝 27人

厚岸翔洋 3人

合計 262人

生活
交通

釧路教育局提供

北海道立高等学校の全日制課程普通科については、１９
の通学区域（いわゆる「学区」）があり、保護者の住所
により就学できる高校が定められています。

学区
名

就学すべき高等学校 通学区域

釧路
学区

北海道釧路湖陵高等学校
北海道釧路江南高等学校
北海道阿寒高等学校
北海道釧路東高等学校
北海道厚岸翔洋高等学校
北海道弟子屈高等学校
北海道白糠高等学校

釧路市
釧路町
厚岸町
浜中町
標茶町
弟子屈町
鶴居村
白糠町

北海道立高等学校通学区域規則 別表

釧路管内を一学区とする釧路学区内におい
ては、花咲線では浜中町や厚岸町から、釧
網線では弟子屈町（川湯温泉）や標茶町か
ら釧路市内へ毎日遠距離通学している実態
にあり、学区制度を維持していくために
は、高速・大量輸送を可能とする鉄道路線
が必要である。

路線の必要性（価値の再認識） － 生活交通②

１４

平成28年8月27日付釧路新聞

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



◎根室管内から他地区への
医療機関の通院等での必要性

生活
交通

路線の必要性（価値の再認識） － 生活交通③

資料
北海道地域医師連携支援セン
ター発行「北海道の医師確保対
策（平成29年7月）」

１５

人口10万に当たりの医
師数は、全道平均が
230.2人の中にあって、
根室圏域は103.9人と、
道内の21の医療圏域の
うち、2番目に低く、慢性
的な医師不足の状況に
あり、釧路や道央の医療
機関を利用する地域住
民も多い。



◎根室管内から他地区への医療機関
の通院等での必要性

学校名 鉄道での
通学人数

根室 25人

根室西 5人

合計 30人

生活
交通

北海道立高等学校通学区域規則 別表

平成28年度の根室市国民健康保険の医療機関
別療給付費の実績を見てみると、給付件数で
は、根室市内の医療機関の割合は、全体の
79.91％であり、市外医療機関の割合は、
20.09％となっている状況にある。また、給付
金額で見ると、根室市内の医療機関は55.29%に
止まり、市外医療機関の割合は、44.71%と非常
に高い割合となっている。
市外医療機関での給付件数割合と比較して給

付金額割合が高いことを示している数字は、地
域住民がより高度な医療等を求めて、釧路や道
央圏の医療機関を利用していることを表してい
る。地域の少子高齢化が一層加速する中、自ら
移動手段を持たない高齢者等のほか、路面凍結
によるスリップ事故が多発する冬期間に自家用
車での移動を控える地域住民にとって、根室管
内と道東の中核都市を結ぶ路線、さらに道央圏
につながる唯一の鉄道の必要性は増すものと考
えられる。

路線の必要性（価値の再認識） － 生活交通④

１６

根室市国保会計における医療機関別療養給付費の推移

●件数 （単位：件）

件数 構成比 件数 構成比

平成24年度 95,806 79.63% 24,504 20.37% 120,310

平成25年度 91,155 78.96% 24,288 21.04% 115,443

平成26年度 89,067 78.54% 24,338 21.46% 113,405

平成27年度 89,469 77.90% 25,381 22.10% 114,850

平成28年度 89,720 79.91% 22,560 20.09% 112,280

●金額 （単位：千円）

金額 構成比 金額 構成比

平成24年度 1,318,062 56.97% 995,700 43.03% 2,313,762

平成25年度 1,308,009 57.20% 978,596 42.80% 2,286,605

平成26年度 1,292,548 55.54% 1,034,666 44.46% 2,327,214

平成27年度 1,297,037 56.02% 1,018,281 43.98% 2,315,318

平成28年度 1,201,451 55.29% 971,728 44.71% 2,173,179

合計

合計

市内医療機関 市外医療機関
年度

年度
市内医療機関 市外医療機関

＜根室管内と道東の中核都市とを結ぶ路線、道
央圏を結ぶ唯一の鉄道＞
地域住民が必要な医療を受けるための移動手段で
あり、安心して暮らしていくために必要不可欠な路線



生活交通路線としての役割生活
交通

路線の必要性（価値の再認識） － 生活交通⑤

１７



◎ラムサール条約登録湿地等自然
環境

霧多布湿原は、北海道東部の太平洋に
面した琵琶瀬（びわせ）湾、浜中湾の海
岸線に沿って広がる、南北約9km、東
西約3km、面積3168ヘクタールの湿
原である。湿原の主要部分と、湿原の西
にある火散布（ひちりっぷ）沼と藻散布
（もちりっぷ）沼の474ヘクタール、合
計2504ヘクタールがラムサール条約湿
地になっている。中央部の803ヘクター
ルは、泥炭形成植物群落として天然記念
物に指定されている。

北海道東部を北から南に流れ下る別寒辺牛川は、全長43km、日

本の主要な河川のなかでもっとも人工工作物が少ない自然度の高
い川である。流域に約8300ヘクタールの別寒辺牛湿原が広がり、河
口に3230ヘクタールの厚岸湖がある。

別寒辺牛湿原は、東の霧多布（きりたっぷ）湿原、西の釧路湿原の
陰に隠れて長い間、開発の手が入らなかったため、日本で有数の原
生的自然が残されている湿原である。別寒辺牛川流域に広がる大
部分はヨシ、スゲ、ハンノキからなる低層湿原だが、1989年に人工
衛星写真の解析から約100ヘクタールの高層湿原が、ほとんど手つ

かずの原生状態で発見された。湿原の発達過程を見られる貴重な
湿原である。

厚岸湖は汽水湖で、湖畔の塩湿地には、ここで発見されて名前を
冠したアッケシソウはじめ塩性植物群落が点在し、潮汐の影響を受
ける別寒辺牛川の右岸河口では、スゲ類などに特徴的な種構成を
見ることができる。

路線の必要性（価値の再認識） － 自然環境①

１８

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



◎ラムサール条約登録湿地等自然
環境

風蓮湖は、北海道根室半島の付け根にある海跡湖である。南から
延びる春国岱と、北から延びる走古丹（はしりこたん）の二つの砂
州でオホーツク海と隔てられ、中央部と南東端の２カ所の開口部で
海とつながっている汽水湖である。東西約20km、周囲約65km、面積
は約5600ヘクタール。面積に比べて湖岸線の長い、複雑な形をし、
湖岸には広大な干潟が形成されている。流入河川は13本あり、河口
付近には塩湿地が発達し、とくに風蓮川河口のそれは広大で、独特
の景観を見せている。
春国岱は、オホーツク海の海流が運ぶ砂が堆積した砂丘で、風蓮

湖にふたをしたような形になっている。約3000年前から1500年前に
かけて形成された、年代の違う三列の砂丘で構成されている。長さ
約8km、最大幅1.3km、面積は約600ヘクタール。砂浜海岸から草
原、森林、塩性湿原、干潟と異なる生態系に、多様な野生生物を見
ることができる。とくにアカエゾマツ林は、砂丘上に形成された世
界でも珍しい例である。
風蓮湖は海産資源に恵まれた湖で、ホッキ貝やアサリ、コマイ、

ワカサギなどの漁がおこなわれている。

野付半島は、北海道東端の根室半島とその北側の知床半島の中
間、根室海峡に突き出た、釣りばり状に湾曲した半島である。対岸
の国後島との間の根室海峡を南下する潮流で運ばれた砂が堆積し
てできた、長さ28kmの日本最大の砂嘴である。標高はほとんどなく、

平坦な砂浜と湿地だけがつづいている。あちこちにトドワラ、ナラワ
ラと呼ばれる荒涼とした独特の景観が見られる。トドマツやミズナラ
の樹林帯だったところが、地盤沈下と海水の浸食によって立ち枯
れ、白く風化した姿である。直線的な外海部に対して、エビの腹部の
ように湾曲した内湾には、複雑な形に突出した干潟が形成され、汀
線付近には塩湿地が広がり、甲殻類、貝類、魚類、ゴカイ類などが
多く生息している。

こうした自然度の高い、多様な湿地環境を反映し、ここには毎年、
春と秋、２万羽以上の渡り鳥が飛来し、重要な中継地となっている。
とくに、キアシシギ、オオハクチョウ、コクガン、ヒドリガモ、スズガモ、
ホオジロガモは、地域個体群の個体数1％以上を支えている。アカア
シシギの繁殖も確認されている。

路線の必要性（価値の再認識） － 自然環境②

１９

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



◎優れた自然環境や雄大な大地沿線
景観

・全国的に見ても日照時間の長い地域
・特に冬～春にかけて長くなる傾向がある

・北海道内でも最も雪の少ない地域

路線の必要性（価値の再認識） － 沿線景観

２０

別寒辺牛湿原

落石海岸

厚岸海岸

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



◎道東の広域観光ルートの可能性
観光
施策

「アジアの宝悠久の自然美への道 ひがし北・海・道」形成計画」
計画に位置付けられている「広域観光促進地域」の取り組みを鉄道（花咲線・
釧網線）が支える 知

床
方
面
へ
の
観
光
ル
ー
ト

摩周湖 屈斜路湖

知床５湖

川湯温泉 ウトロ温泉

路線の必要性（価値の再認識） － 観光施策①

２１

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



根室市の観光入込客数
（万人）

H27 39.4 4.3

H26 35.1 △2.2

H25 37.3 －

JR根室駅の乗降人数
（万人）

H27 9.6 △0.2

H26 9.8 △1

H25 10.8 －

H27観光入込
数

釧路市 425.6万人

釧路町 11.7万人

厚岸町 42.2万人

浜中町 43.5万人

根室市 39.4万人

花咲線
135.4km

別寒辺牛湿原

別当賀・落石

ひがし根室駅

※H27北海道観光入込客数調査報告

厚床

路線の必要性（価値の再認識） － 観光施策②

観光
施策

◎道東の広域観光ルートの可能性

花咲線沿線自治体の
観光客入込数を見ると、
釧路市までは400万人を
超える入込数となってい
るものの、その他の自治
体への流入は限定的で
あります。

今後、より効果的な情
報発信をすることによ
り、道東の広域観光
ルートの一つとして、花
咲線沿線の魅力も高ま
るものと考えます。

２２



◎インバウンドの増加観光
施策

根室・釧路管内は、バードウォッチングの聖地

路線の必要性（価値の再認識） － 観光施策③

２３

落石ネイチャークルーズの利用者推移
根室・釧路管内は、バードウォッ
チングの聖地であり、根室市内の
落石ネイチャークルーズは、絶滅
危惧種の珍鳥「エトピリカ」の繁殖
地でもある、ユルリ、モユルリ島
周辺を、落石漁協の漁船をク
ルーズ船として登録し、地域密着
型の遊覧事業として実施してい
る。 国外利用者が年々増加して
おり、近年では、約２割を占めて
いる。

年度 利用人数
うち国外
利用人数

構成比

平成22年度 576 19 3.3%

平成23年度 785 15 1.9%

平成24年度 891 52 5.8%

平成25年度 801 83 10.4%

平成26年度 857 130 15.2%

平成27年度 1,048 115 11.0%

平成28年度 909 165 18.2%



◎駅を起点とした体験型観光 （「フットパス」の魅力）

花咲線沿線のフットパス

路線の必要性（価値の再認識） － 観光施策④

２４

観光
施策

イギリスが発祥の歩行者専用の
道「フットパス」、それぞれが自分
の考え、思い、楽しみをも持って
歩くことができる場所で、根室の
風土、開拓の歴史を歩きながら肌
で感じることができる。

花咲線沿線にも多くのフットパス
が存在し、都会では味わうことの
できない、体験型観光を楽しむこ
とができ、JR沿線地域と都市住民

との交流の場としても、その存在
価値が高まっている。

〇厚床パス
・厚床駅が起点

〇初田牛パス
・初田牛駅が起点、終点

〇別当賀パス
・別当賀駅が起点、終点

〇浜松パス
・落石駅が起点、終点



◎観光列車の可能性
（「食」の魅力）

路線の必要性（価値の再認識） － 観光施策⑤

２５

観光
施策

平成29年11月23日付釧路新聞

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



◎長期滞在者（ちょっと暮らし）による
鉄道利用

2016夏 涼しいくしろで避暑生活 アンケート結果

釧路管内 70％

根室管内 54％

十勝管内 34％

上川管内 22％

網走管内 18％

後志管内 16％

Ｑ．どこか観光地へ旅行されました
か。
（上位６管内）[複数回答可]

自家用車 46％

レンタカー 16％

ＪＲ 46％

その他交通機関 30％

自転車 22％

徒歩 60％

その他 20％

Ｑ．滞在中に利用した主な移動手段
（交通手段）を教えてください。[複数
回答可]

○長期滞在者の多くは滞在中に周辺への観光旅行に出
かけており、その交通手段として鉄道の利用率が高く
なっている。総合戦略にも位置付けられる長期滞在・
移住政策にとって鉄道の存在は極めて重要である。

◎長期滞在者からの聞き取り
・主人と２人で釧路で通年滞在している。滞在中、観光などで鉄道をよく利用して
いる。

・私はペーパードライバーであり、冬季間は非常に運転が怖い。
・主人はバスだと車酔いをするので、鉄道を使うことが多い。
・私たちのような旅行者にとって、鉄道はとても大切。無くなっては困る。
・旅行先は花咲線で根室の納沙布岬も行ったし、釧網線で網走の流氷を見たりして
いる。

・鉄道の旅は、一番、風景をゆっくり楽しむことができる。
・釧網・花咲線の沿線風景は非常に素晴らしく、こんな地域は他に無いと思う。
どこを走っていても退屈しないほどの景観が続いている。

・特に湿原の中を走るときの景観は素晴らしい。霧がかかっていてもそれ自体が
味わいとなる。

・季節ごとに、それぞれの魅力がある。

鉄道利用者の声

交流
人口

路線の必要性（価値の再認識） － 交流人口

２６※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



「ひがし北海道」が空港等で連携した交通ネットワークの形成による広域観光周遊ルートの推進

空港との
連携

道内空港活性化ビジョン（平成22年3月）

●地域間・空港間の連携 ⇒道外観光客誘致等の取組

・路線が結ばれている地域や東北地方との連携
・近隣の空港など複数の空港の連携

●他の交通機関との連携 ⇒利用者利便の向上や多様な交通手段の選択肢を確保

・新幹線や鉄道、バス、船舶、タクシーなどとの連携

・大都市からの大動脈として、ＪＲやそれを補完する広域観光周遊バスの運行

・ひがし北海道の冬季の２次交通対策として、エキスプレスバスを運行し、釧網線、花咲線と有機的に組み合わせた交通
網を構築

・今後さらに個人旅行化が進む訪日外国人観光客市場においては、現在ジャパンレールパスや航空路線の乗継にかか
るインバウンド向けの割引制度など、既存公共交通のインバウンド向け施策の活用が必須であり、鉄路の持つ重要性は
さらに高まっていく

・海外における当地域の認知度は高くなく、平成27年度より、釧路市、帯広市、網走市の３市が連携し、「ひがし北海道」と
して面でのプロモーションを展開

・石井兄弟社社長（明日の日本を支える観光ビジョン構想会議委員）が中心となり、航空３社、釧路・帯広・網走の３市等
で組織する「ひがし北海道観光キャンペーン協議会」においても、広域観光の魅力を訴求しており、こうした展開をしていく
うえでも、ＪＲ路線の維持は重要となる

取組展開

２７

路線の必要性（価値の再認識） － 空港との連携①

※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



空港との
連携

２８

◎「ひがし北海道観光キャンペーン協議会」
～空港を核とした広域交通アクセスのＰＲ

釧網線

花咲線

路線の必要性（価値の再認識） － 空港との連携②

※釧路地方総合
開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線
対策特別委員会
提供資料



路線維持に向けた課題① － 巨額の収支不足の構造

○ 花咲線（釧路～根室間）における年間の営業損失は、約１０．８億円に及ぶ。（平成27年度決算）
○ 費用の内訳及び、経費節減項目と箇所一覧については、次のとおり。

花咲線（釧路～根室間）の収支構造 （単位：百万円）
経費節減に関する費用例

区 分 節減経費

利用の少ない無人駅の見直し（維持費用）
※１駅あたり

約100～200万円/年

〃（ホームや駅舎の抜本修繕、立て直し費用）
※１駅あたり

約500～1,000万円

踏切の見直し ※１箇所あたり 約100万円/年

行き違い設備の撤去 ※１箇所あたり 約300～400万円/年

普通列車の見直し（H28.3.26ダイヤ改正におけ
る普通列車79本の減便） ※全道計

投資抑制20億円弱
経費縮減1.4億円/年

【出典】ＪＲ北海道資料より、北海道作成

【出典】ＪＲ北海道資料より、北海道作成

２９ＪＲ北海道提供資料※釧路地方総合開発促進期成会
ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料



路線維持に向けた課題 ② ― 今後の投資経費

今後（20年間）の大規模修繕・更新費用

＜土木構造物＞

○ 同区間における今後２０年間の老朽土木構造物の大規模修繕や更新費用は、３０億円に及ぶほか、車両の
更新費用も１２億円に及ぶ。

線 区 橋りょう、トンネル等

花咲線（釧路～根室） ３０億円

線 区
更新

車両数
更新
費用

花咲線（釧路～根室） ６両 １２億円

【出典】ＪＲ北海道資料より、北海道作成

３０
※釧路地方総合開発促進期成会

ＪＲ花咲線・釧網線対策特別委員会提供資料


